
　文部科学省が管轄する地震調査研究推進本部によると、横浜市
において、今後30年以内に震度6弱(※１)以上の揺れに見舞われ
る確率が高いことがわかります。

　建物を建てるときは、耐震基準に適合
していることが必要です。この基準は、
昭和５６年に大幅に改定され、それ以前
の耐震基準で建てられた建物は、阪神・
淡路大震災で多くの被害を受けました。

僕は、古い耐震基準で建った
家です。早く補強して！
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　阪神・淡路大震災では、家屋
の倒壊により多くの人命が失わ
れました。犠牲者のうち9割近
くが家屋・家具等の倒壊による
圧死でした。

　耐震改修を適切に行えば、
古い耐震基準の建物も地震に
強くなります。
　左の写真は築30年の家屋
を補強したもの（右）とそう
でないもの（左）を振動実験
した結果です。補強した建物
は倒壊しませんでした。

【阪神・淡路大震災の概要】
発生年月日
  震源地
震源の深さ
  規　模
  震　度
  死者数
 全壊家屋

平成7年1月17日 5時46分
淡路島北部
16km
マグニチュード7. 3
7
6, 434人
104, 906棟

▲出典：消防庁発表（平成18年5月確定報）

【阪神・淡路大震災における犠牲者の死因】

焼死 10.0％ その他 2.2％

建物等倒壊による圧死
87.8％

▲出典：平成7年警察白書（警察庁）






